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① もっと民生委員を知ってもらおう
②３団体で地域の食を支える
みんなの食堂☆ラパニスの取り組み紹介

③ 令和6年4月以降に施行された制
度改正の動き

●通信員だより（藤沢市・綾瀬市・中井町）

特
　
集

　こんにちは、大磯町の民児協です！
　当民児協では、東北の震災をきっかけに防災委員
会を立ち上げ、日頃からいざという時に備えた学習
等に取り組んでいます。
　今年度の全体研修は、防災体験学習施設の「そな
エリア東京」にて体験・学習しました。コロナ禍では
できなかった借上げバスを利用したこともあり、普段
ふれあう機会のない委員同士の繋がりを深め、学び

ながら楽しく相互の連携強化ができたと思います。
　大磯町は山と海に囲まれた自然豊かで、とても素敵
な町です。しかし、先日の大雨の際には浸水や土砂災
害に見舞われた地域もあり、様々なリスクがあります。
　当民児協も、日頃の活動を行う中で災害を意識
し、今後さらに委員相互の連携を強化し、災害に備え
てまいりたいと思います。

（大磯町民生委員児童委員協議会）

災害を知って備えよう…まなざし…
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平塚市民児協

　令和４年３月、全民児連は同年 12月の一斉改選を前に、全国１万人を対象に一般の方から見た民
生委員の印象や認知度に関する調査を実施しました。この調査は、民生委員に対するイメージの実態
を把握し対策を打つことで、民生委員の担い手の発掘に生かすことを目的にしています。平成 31年
３月に続き２回目となった調査の結果、６割を超える方が民生委員の名称や存在を認知する一方、「役
割や活動内容まで知っている」と回答したのはわずか 5.4％にとどまり、民生委員の役割や活動内容
に関するさらなる PRが必要なことが明らかになりました。
　現在、県内では５月 12日の「民生委員・児童委員の日」に合わせた PR 活動をはじめ、広報紙の
発行や地域のイベントへの参加など、各地域において様々な取り組みが行なわれています。本号では、
３つの民児協の取り組みについてご紹介します。

　長年パネル展示自体は行われていましたが、
場所は市役所の多目的ホールでした。しかし、
広報部会や地区会長の「市役所に来る方以外に
も見ていただきたい」という意見により、令和
５年から展示場所を変更しました。オリジナリ
ティ溢れるパネルは、平塚市内23地区それぞ
れで制作されています。

　コロナ禍で広報部会員が集合できない時には LINE 
WORKSを用いて編集会議を実施するといった工夫をしな
がら発行を続け、37号になりました。
　紙面については地域の活動を知ってもらうため、昨年から
各地区の広報部会員に自分の地域の活動について投稿する
ように依頼しました。配布対象は社協や自治会などの関係
機関をはじめ、各地域の民生委員が１人あたり約10枚をそ
れぞれの裁量で高齢者や子育て世代などに配布しています。

　今年はみんぴょんのイラスト付きタンブラーを作
成しました。パンフレットとともに街頭で配布した
ところ、開始からわずか 40 分ほどで 500 個全て
配り終えました。PR グッズと一緒にパンフレット
をお渡しすると受け取ってもらいやすく、タンブ
ラーは若い方にもお渡しできました。

　その他、FMラジオ放送にてラジオパーソナリティから
民生委員の活動について紹介しました

民生委員を知ってもらおう

パネル展示（５月９日から５月17日まで）
場所：商業施設「ららぽーと湘南平塚」1F

広報紙「ひらつか民児協だより」発行

PRグッズとともに街頭PR

もっと 特 集

取材にご協力いただいた
市民児協広報部会長の

中山さん

（広報委員　守屋　孝幸）

広報紙「ひらつか民児協だより」発行
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大和市民児協

　一斉改選を重ねるたびに委員の欠員が増えており、これは大和市に限らず全国的な傾向です。その原
因はどこにあるのかを探りたいという思いがありました。
　また、令和４年に民生委員は意外と知られていないという話になり、ポスターを作成して掲出したも
のの、目に見える効果は得られず実態がわからなかったため、直接市民の声を聴きたいと考えました。
　そんな中、令和５年に4年ぶりの「大和市民まつり」が開催されることとなりました。役員会の中でアン
ケートを取ってみようという声が挙がり、賛否両論あったものの、まずはやってみることとなりました。

●民生委員を知っている方は多かったが、自分の地域の民生委員を知らない人が多い
　→「民生委員」という言葉が一人歩きしている
●主任児童委員は知らない人が 8割以上
●民生委員の存在を学校で教わったと回答する小学生もいた
●年齢や性別に関係なく、53％の方がボランティアに興味がある

　アンケート結果を役員会で各地区の会長と共有し、8月の役員会において、各地区で話し合ったこと
を報告してもらいました。また、今後は関係機関へのさらなる働きかけを行ったり、学校との連携を強
化したりと、民生委員を周知したいと考えています。

大和市民児協では、「大和市民まつり」に来場した方に、民生委員に関するアンケートを実施しました。

パンフレット グッズ PR動画 活動推進事業助成

本会では、PRに活用できる様々なコンテンツや助成をご用意しています

県民児協が定める助
成対象事業に当ては
まる場合、一定の範
囲内で助成します。
詳しくは事務局まで
ご相談ください。

アンケート結果はこちら

（広報委員　齋藤　啓子、菅　重男、嶋村　真由美）

取材にご協力いただいた市民児協会長の村上さん
（中央右）、下鶴間地区民児協副会長の渡邊さん
（中央左）と事務局のみなさん

アンケート実施のきっかけ

アンケート結果からわかったこと

アンケート結果を踏まえて

ウェットティッシュ
を配付しながら行
いました
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今
後
の
活
動
に
向
け
て

　
３
つ
の
民
児
協
で
共
通
し
て
話
題
に

挙
が
っ
た
の
は
、民
生
委
員
は
大
変
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
、地
域
の
名
士
で
あ

る
と
い
う
印
象
を
変
え
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。平
塚
市
民
児
協
広
報
部
会
長

の
中
山
さ
ん
は「
民
生
委
員
は
大
変
と

い
う
声
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、地
域
の
楽
し

い
様
子
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
言
い
ま

す
。逗
子
市
民
児
協
会
長
の
坂
口
さ
ん

は「
定
年
を
迎
え
て
も
地
域
で
活
躍
で

き
る
場
が
あ
る
こ
と
、若
い
方
に
は
働
き

な
が
ら
で
も
民
生
委
員
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
和
市
民
児
協
会
長
の
村
上

さ
ん
は「
な
り
手
不
足
解
消
の
決
定
的

な
特
効
薬
は
な
い
。こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
地
道
な
広
報
活
動
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
」と
語
り
ま

す
。民
生
委
員
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、今
後
も
な

り
手
確
保
に
向
け
て
継
続
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

逗子市民児協
　取材に伺った日は、逗子市内最大規模のイベントである「逗子市民まつり」に向けた準備のため、パ
ンフレットなどの袋詰め作業が行われていました。逗子市民児協は、民生委員の活動が市民に知られて
いないのではという問題意識から、若い方に地域の自治会や民生委員に関心を持っていただけるような
機会をつくるため、令和５年より逗子市民まつりへ参加し、PR活動を行なっています。

　ストラックアウトなどの用具
が目を引いたこともあり、たく
さんの方がブースに訪れまし
た。クイズに参加していただけ
る方も多く、午前中のうちに用
意したグッズ 100 個が全てな
くなるほど大盛況でした。

全民児連「全国１万
人への民生委員・児
童委員に関する意
識調査」の結果は
こちらからご覧いた
だけます

　令和５年は折り紙の蝶々づくりのワークショップ
を実施しました。事前に用意したパーツを糸で結び、
ボンドで貼って触角を付けて完成するもので、100
名もの方にご参加いただきました。
　ワークショップ実施後、民生委員に関する簡単な
問題を用意し、参加者にはお土産をお渡ししました。

　今年は社会福祉協議会にあるストラックアウトや
輪投げを借りて子どもたちに遊んでもらい、その間
に同伴の保護者へ民生委員についてのクイズを実
施。回答してくださった方にパンフレットやPRグッ
ズ、折り紙の蝶々が入った袋をお渡ししました。

取材にご協力いただいた逗子市民児協のみなさん。
協力して丁寧に袋に詰めていきます。

（広報委員　宮﨑　進）

ストラックアウト

平成31年 令和4年

施。回答してくださった方にパンフレットやPRグッ
ズ、折り紙の蝶々が入った袋をお渡ししました。

逗子市民まつり　当日の様子
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っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、中
学
生
は
忙

し
い
よ
う
で
な
か
な
か
利
用
数
が
伸
び

ず
、先
生
方
に
声
掛
け
も
お
願
い
し
ま

し
た
が
、根
付
く
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。そ
こ
で
、毎
月
第
３
火
曜
日

に
夕
食
も
開
始
し
、子
ど
も
た
ち
や
ご

家
族
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
し

た
。現
在
、朝
食
は
大
学
生
や
夜
勤
明

け・出
勤
前
の
社
会
人
、高
齢
者
な
ど
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
、地
域
の
居
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
営
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る

大
根
地
区
主
任
児
童
委
員
の
前
田
さ
ん

は「
子
育
て
サ
ロ
ン
の
時
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
り
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

口
コ
ミ
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
輪
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

見
守
り
の
役
割
も

　
以
前
は
感
染
症
対
策
の
た
め
に
参
加

者
の
電
話
番
号
を
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
任
意
と
し
て
い
ま
す
。過
去
に

は
、連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
や
担
当
の
民
生
委
員
と
連
携

し
安
否
確
認
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、今
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
頼

り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊　
＊　
＊

　
食
を
通
し
て
地
域
の
方
々
の
お
腹
と

心
を
満
た
す
こ
の
場
所
は
、な
く
て
は

な
ら
な
い
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　
守
屋　
孝
幸
、小
林　
美
幸
）

３
団
体
で
地
域
の
食
を
支
え
る

　

令
和
４
年
６
月
、秦
野
市
で
は
初
と

な
る
朝
食
を
提
供
す
る
こ
ど
も
食
堂
と

し
て
、大
根
地
区
に「
み
ん
な
の
食
堂
☆

ラ
パ
ニ
ス
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ラ

パ
ニ
ス
と
は
、古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
で「
ダ

イ
コ
ン（
大
根
）」。か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ

ス
ト
が
目
印
の
こ
の
場
所
は
、社
会
福

祉
法
人
か
な
が
わ
共
同
会
秦
野
精
華
園

（
以
下
、秦
野
精
華
園
）、大
根
地
区
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
委
員
会（
以

下
、委
員
会
）、み
ん
な
の
食
堂
☆
広
畑

（
以
下
、広
畑
）の
３
団
体
が
協
力
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。秦
野
精
華
園
で
は
、

建
物
を
使
用
し
子
ど
も
食
堂
を
開
設
で

き
な
い
か
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
、委
員
会
会

長
が
み
ん
な
の
食
堂
と
し
て
広
畑
以
外

に
も
う
一
つ
作
ろ
う
と
声
を
上
げ
た
こ

と
、広
畑
で
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー

の
中
で
広
畑
以
外
に
も
新
た
に
立
ち
上

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
、場
所
・
資
金
・

人
材
な
ど
、お
互
い
に
提
供
で
き
る
事

を
考
え
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
は
誰
で
も
１
０
０
円
で
、食
事

を
作
る
ス
タ
ッ
フ
は
60
代
か
ら
80
代
の

10
名
。民
生
委
員
や
主
任
児
童
委
員
を

は
じ
め
、立
ち
上
げ
の
際
に
回
覧
板
で

募
集
を
か
け
て
集
ま
っ
た
、調
理
経
験

の
あ
る
方
な
ど
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
方
が
訪
れ
る
場
所
へ

　

中
学
校
が
近
い
こ
と
か
ら
、オ
ー
プ

ン
当
初
は
子
ど
も
の
孤
食
対
策
や
早

寝
・
早
起
き
の
習
慣
づ
け
な
ど
を
目
的

に
、毎
週
水
曜
日
に
朝
食
の
提
供
を
行

み
ん
な
の
食
堂
☆
ラ
パ
ニ
ス
の
取
り
組
み
紹
介

みんなの食堂☆ラパニス開店です！

家族連れであっという間に満員になった夕食会場

「今は継続することで精いっぱ
い。いずれ学校の中で活動し、
早寝・早起き・朝ごはんを実現で
きたら」と前田さん

フードバンクや農家さんからいただいた食材からメ
ニューを考えます。素材を活かした品数豊富な手
作りプレートが大好評です。

・ハンバーグ
・秋野菜のソテー
・ナッツ・かぼちゃのサラダ
・コーンスープ
・ハロウィンクッキー・マドレーヌ

10/15㈫
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困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

関
す
る
法
律（
以
下
、女
性
支
援
新
法
）

　
こ
れ
ま
で
女
性
支
援
の
根
拠
と
な
っ

て
い
た「
売
春
防
止
法
」は
、「
売
春
を
行

う
お
そ
れ
の
あ
る
女
子
に
対
す
る
補
導

処
分
・
保
護
更
生
」を
目
的
と
し
、保
護

施
設
へ
の
入
所
等
の
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、現
在
女
性
が
抱
え

る
課
題
は
貧
困
や
性
被
害
、家
庭
問
題

な
ど
、複
雑
化
・
多
様
化
し
て
お
り
、孤

立・孤
独
対
策
も
含
め
、新
た
な
女
性
支

援
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た

「
女
性
支
援
新
法
」は
、女
性
の
福
祉
増

進
、人
権
の
尊
重
、男
女
平
等
と
い
っ
た

視
点
を
明
確
に
規
定
し
ま
し
た
。困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
が
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、関
係

機
関
及
び
民
間
の
団
体
の
協
働
に
よ

り
、早
期
か
ら
切
れ
目
な
く
支
援
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員
に

は
、女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
女
性

相
談
支
援
員
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す（
第
14
条
）。

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
推
進
法

　

令
和
６
年
６
月
の
法
改
正
に
よ
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が「
家
族
の
介
護
そ

の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に

行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
・

若
者
」と
法
律
上
で
初
め
て
定
義
さ
れ

ま
し
た
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
家
庭
内
の
問
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
家
庭
外
か
ら
は
見
え

に
く
く
、ま
た
、子
ど
も
自
身
や
そ
の
家

族
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、周
囲
の
大
人
が
理
解
を
深

め
、家
庭
内
で
子
ど
も
が
担って
い
る
家
事

や
家
族
の
ケ
ア
の
負
担
に
気
づ
き
、必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

に
向
け
た
官
民
連
携
の
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法

　
障
害
が
あ
る
人
へ
の
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
を
禁
止
し「
合
理
的
配
慮
」及
び

「
環
境
の
整
備
」を
行
う
こ
と
で
、障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社

会
を
目
指
す
た
め
令
和
６
年
４
月
に
改

正
さ
れ
、民
間
事
業
者
に
対
し
合
理
的

配
慮
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
、障
害
の

あ
る
人
か
ら「
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ

ア
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
」と
の
意
思

が
伝
え
ら
れ
た
際
、負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。社
会

的
な
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要

な
対
応
と
し
て
、事
業
者
と
障
害
の
あ

る
人
と
の
間
で
対
話
を
重
ね
、共
に
解

決
策
を
検
討
す
る「
建
設
的
対
話
」が
重

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解　説

孤
立・孤
独
対
策
推
進
法

　
孤
独・孤
立
の
予
防
、当
事
者
等
への
迅

速
か
つ
適
切
な
支
援
、そ
の
他
必
要
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
基
本
理
念
、国
等

の
責
務
や
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
、総
合
的
な
孤
独・孤
立
対
策
に
関

す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、官
・
民
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
様
々
な
主
体
の
連
携
を
図
る
た
め

「
孤
独・孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」を
令
和
４
年
２
月
に
設
立
し

ま
し
た
。同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
神
奈

川
県
版
と
し
て「
か
な
が
わ
つ
な
が
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
設
立
さ
れ
、民
生
委

員
も
含
め
、県
内
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り

令
和
６
年
４
月
以
降
に
施
行
さ
れ
た
制
度
改
正
の
内
容

今
年
４
月
以
降
の
福
祉
関
連
制
度
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
】

政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

『
事
業
者
に
よ
る
障
害
の
あ

る
人
へ
の「
合
理
的
配
慮
の

提
供
」が
義
務
化
』

こども家庭庁ホームページより

障害者差別解消法
リーフレット

第４回地域共生社会の在り方検討会議
（内閣府孤独・孤立対策推進室）資料より
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講
師
に
日
本
福
祉
大
学
副
学
長
の
小

松
理
佐
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
認
知
症

の
方
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
ご
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
松
さ
ん
は
「
認

知
症
の
方
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

た
め
の
支
援

に
は
、
行
政

や
専
門
機
関

に
は
で
き
な

い
こ
と
も
あ

る
。
普
通
の

付
き
合
い
を

す
る
こ
と
が

１
番
重
要
。
そ
れ
が
そ
の
方
へ
の
支
援

に
な
っ
て
い
く
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

神
奈
川
県
支
部
の
副
代
表
で
あ
る
三
橋

良
博
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
三
橋
さ

ん
は
、
認
知
症
に
な
っ
た
ご
両
親
と
奥
さ

ん
の
介
護
に
つ
い
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
会
の
懇

親
会
で
そ
の
場
に
い
る
方
全
員
に
向
け
、

ご
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
を
伝

え
た
と
こ
ろ
、
民
生
委
員
を
含
む
地
域

の
方
が
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
徘
徊

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
際
の
連

絡
や
、
三
橋
さ
ん
が
仕
事
で
不
在
の
際

の
話
し
相
手

な
ど
、
様
々

な
場
面
で
協

力
し
て
い
た

だ
け
た
と
い

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
介

護
を
し
て
い

る
家
族
は
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
た

め
泣
き
言
を
言
え
ず
、
孤
立
し
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
中
で
、
あ
い
さ
つ
や
声
か

け
が
あ
る
と
自
分
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い

の
だ
と
思
え
る
」
と
、
地
域
の
方
か
ら

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
の
大
切
さ
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
学
校
と
の
連
携
が
難
し
い

中
で
も
先
生
と
の
関
係
づ
く
り
や
学
校

行
事
へ
の
参
加
か
ら
学
校
に
入
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
、
何
か
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
中
で
も
見
守
り

の
距
離
感
を
大
切
に
し
、
関
係
機
関
へ

つ
な
げ
た
い
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
泉
谷
さ
ん
は「
地
域
の
人
と
し
て
関
わ

り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
専
門
職

と
の
違
い
。
子
ど
も
た
ち
や
親
御
さ
ん
と

直
接
関
わ
る

こ
と
が
難
し

く
て
も
、
活

動
の
中
で
あ

が
っ
て
き
た

情
報
を
伝
え

て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

課
題
別
集
中
講
座
の
報
告

　

９
月
27
日
、「
認
知
症
の
人
と
家
族

を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
小
田
原
市
で
課
題
別
集
中
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

令
和
６
年
度　
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
連
絡
会
議
の
報
告

　
今
年
１
月
に
主
任
児
童
委
員
制
度
が

創
設
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
、

対
象
を
主
任
児
童
委
員
に
絞
っ
た
会
議

を
９
月
25
日
に
横
浜
市
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
前
半
の
講
義
は
、
講
師
に
聖
隷
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
准
教
授
の
泉
谷
朋
子

さ
ん
を
お
招
き
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
子
ど

も
た
ち
の
現
状
や
、
今
後
の
主
任
児
童

委
員
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
や

主
任
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

中
で
よ
か
っ
た
こ
と
・
困
っ
て
い
る
こ

と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
な

「今の活動について迷うことなく継続
していただきたい」と泉谷さん

「困った時に助けを求められる関係づく
りが大切」と小松さん

※「ビズスタ」（ビズ ライフ スタイル オンライン）
　（株）デイリースポーツ案内広告社の、最新のビジネススタイルを配信するサービス

「自分の話をまわりが受け止めてくれて、
多くの方が気にかけてくれた」と三橋さん

　全国で発行されている新聞折
り込みマガジン「ビズスタ（※）」
で、「ビズスタ×民生委員」とし
た特別版が全国で約 39万部発行
されました（11月26日）。
　藤沢市民児協の協力により、委
員活動のやりがいや魅力、地域
住民から民生委員へのメッセージ
などが掲載されて
いますので、ぜひご
一読ください。
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藤
沢
市
に
は
地
域
内
に
16
地
区
民
児
協
が
あ

り
ま
す
が
、年
々
高
齢
者
数
が
激
増
し
、会
場
手

配
、交
通
手
段
な
ど
が
困
難
に
な
り
、６
地
区
に

お
い
て
社
協
主
催
で「
敬
老
会
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。開
催
し
た
辻
堂
東・西
地
区
の
例
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
地
区
民
児
協
の
各
委
員
が
地
区
社
協
に
全
面

的
に
協
力
し
、案
内
状
の
配
布
、参
加
者
と
り
ま

と
め
、来
場
者
の
往
復
の
交
通
手
段
の
確
認
を

市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
々
と
連
携
し
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
各
町
内
か
ら
徒
歩
、

ご
家
族
の
送
迎
、用
意
し
た
バ

ス
な
ど
に
よ
り
10
時
に
会
場
の

市
民
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、社

協
会
長
、市
長
の
挨
拶
、記
念

品
贈
呈
、マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の

演
奏
、最
後
に
地
区
サ
ー
ク
ル

の
リ
ー
ド
で
参
加
者
お
よ
び

関
係
者
全
員
で
昔
懐
か
し
い
歌
、「ふ
る
さ
と
」「青

い
山
脈
」そ
し
て
地
元
の
歌「
浜
辺
の
歌
」を
歌
い
、

と
て
も
和
や
か
に
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

昔
は
よ
く
顔
を
合
わ
せ
た
近
所
の
方
と「
敬

老
会
」で
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
、笑
顔
で
手
を
取

り
合
っ
て
喜
ん
で
い
る
様
子
や
、担
当
の
民
生
委

員
と一
緒
に
歌
い
な
が
ら
近
況
を
語
り
あ
う
温

か
い
雰
囲
気
の
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。「
ま
た

来
年
来
る
か
ら
よ
ろ
し
く
！
」と
の
声
を
い
た

だ
き
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
綾
瀬
市
民
児
協
で
は
各
委
員
の
活
動
に
有
用
な

テ
ー
マ
を
決
め
、各
種
研
修
会
を
年
数
回
開
催
し

て
い
ま
す
。研
修
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知

識
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
と
と
も
に
、変

化
が
著
し
い
こ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
新
し
い
情
報

等
を
更
新
し
、日
々
の
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
全
体
で
開
催
す
る
研
修
会
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
専
門
家
等
に
よ
る
講
演
を
聴
く
こ
と

が
で
き
、普
段
接
す
る
機
会
が
な
い
他
地
区
の
委

員
の
方
と
の
交
流
や
情
報
・
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
た
め
、多
く
の
委
員
が
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
年
１
回
開
催
さ
れ
る「
事
例
発
表
会
」

は
、各
地
区
か
ら
の
委
員
数
名
が
ひ
と
つ
の
会
議
室

で
車
座
対
話
を
す
る
形
で
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の
発

表
会
は
、テ
ー
マ
を
設
け
ず
各
委
員
が
日
頃
の
活
動

に
つ
い
て
の
話
や
感
想
、経
験
し
た
こ
と
等
を
自
由

に
３
分
間
程
度
話
し
、他
の
委
員
は
発
表
者
に
対
し

て
質
問
や
議
論
を
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
発
表
者

の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
に
本
質
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
活
動
を
話
し
、他
の
委
員
の
活
動
の
話
を
聞

く
こ
と
に
よ
る
自
己
の
活
動
ス
キ
ル
や
意
識
向
上

の
機
会
、情
報
交
換
で
き

る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。毎
回
実

り
あ
る
研
修
が
で
き
た
と

い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ

ま
す
。

　
は
じ
け
る
笑
顔
！
元
気
に
響
き
渡
る
声
！
子

ど
も
達
と
の
交
流
を
通
し
て
私
達
は
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
部
会
の
委
員
と
し
て
の
最
初
の

活
動
は
、未
就
園
児
と
親
の
遊
ぶ
会「
た
け
の
こ

会
」へ
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
で
し
た
。事
前
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
使
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
、廃
材
を
使
い

マ
ラ
カ
ス
や
自
動
車
の
制
作
に
励
み
ま
し
た
。

当
日
、初
め
は
マ
マ
の
後
ろ
で
恥
ず
か
し
そ
う

に
し
て
い
た
子
も
、帰
る
時
に
は
私
達
が
制
作

し
た
お
も
ち
ゃ
を
持
ち
、ニ
コ
ニ
コ
と
満
足
気
に

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。参
加
し
た
マ
マ
達
か
ら

も「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
」

「
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
の
お
言

葉
が
あ
り
、私
達
も
自
然
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、児
童
福
祉
部
会
の

活
動
も
活
性
化
し
て
い
ま
す
。町
内
の
園
児
・
児

童
・
生
徒
へ
の
卒
園
・
卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

作
り
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、登
下
校
の
見
守
り

等
を
通
じ
、児
童
福
祉

部
会
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
後
も
ど
ん
な
時
も

温
か
く
見
守
り
な
が
ら
、町
の
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て

学
び
、交
流
で
き
る
研
修
会

私
達
は
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

通
信
員

今
福
　
民
生

通
信
員

堀
　
誠

通
信
員

西
尾
　
美
嘉
子

多くの方にご参加いただきました

綾瀬市

中井町

藤沢市

絵本に興味津々です 廃材のおもちゃ




